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本
年
４
月
本

校
校
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た

川
上
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動

に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
・
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
衷
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
四
月
九
日
、
附
属
中
学

校
と
合
同
で
入
学
式
を
行
い
、
高
校
は

二
百
六
十
八
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
生

徒
九
百
三
十
ニ
名
で
本
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
本
年
も
多
く
の
方
々
に
本
校
を
選

ん
で
い
た
だ
き
、
大
き
な
喜
び
と
と
も
に
責

任
の
大
き
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
来
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

が
教
育
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
以
前

の
教
育
環
境
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
の
間
に
教
育
界
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
加
速

度
的
に
進
み
ま
し
た
。
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
・

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
双
方
に
鑑
み
た
教
育
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
切
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。

本
年
、
本
校
に
お
い
て
は
、
体
育
大
会
、

昇
龍
祭
、
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
海
外
研

修
等
々
の
行
事
を
例
年
ど
お
り
実
施
す
る
予

定
で
す
。
一
方
、
本
年
度
高
等
学
校
の
新
教

育
課
程
が
完
成
年
度
を
迎
え
、
大
学
共
通
テ

ス
ト
に
教
科
「
情
報
」
が
加
え
ら
れ
た
新
テ

ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
制

度
変
更
に
も
対
応
で
き
る
体
制
整
備
も
進
め

て
い
ま
す
。

今
春
の
進
学
実
績
は
、
令
和
五
年
度
に
創

立
六
十
周
年
、
中
高
一
貫
教
育
完
成
年
度
と

い
う
節
目
の
年
を
飾
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
さ
ら
に
、
本
校
を
巣
立
っ
た
卒
業
生

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
を
は
じ
め
各
界
で
活

躍
し
て
お
り
、
本
校
が
年
々
成
長
を
続
け
て

い
る
証
で
も
あ
り
ま
す
。

三
年
生
諸
君
は
、
早
く
も
卒
業
後
の
進
路

選
択
と
い
う
大
き
な
岐
路
に
立
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
各
人
の
進
路
希
望
の
実
現
に
生

徒
、
保
護
者
の
皆
様
と
と
も
に
教
職
員
一
同

全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。生

徒
諸
君
に
は
本
校
で
の
学
び
を
通
じ
て
、

本
校
は
生
徒
諸
君
と
と
も
に
、〈
成
長
を
続
け

る
学
校
〉
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
・
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

対
し
て
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
及
川
公
博
と
申
し
ま
す
。

さ
て
、
高
校
時
代
は
、
今
後
の
人
生
を
左

右
す
る
大
切
な
時
期
で
も
あ
り
、
ま
た
多
感

な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
将
来
の
夢
の
実
現

に
向
け
て
必
ず
や
っ
て
く
る
の
が
進
路
選
択

で
す
。
子
供
達
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
人

生
の
先
輩
で
も
あ
る
、
我
々
保
護
者
と
教
職

員
方
が
一
つ
に
な
り
、子
供
達
と
向
き
合
い
、

背
中
を
押
し
て
あ
げ
る
の
が
務
め
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
多
感
な
時
期
で
も
あ
る
為
、
意
見

が
合
わ
ず
、
ぶ
つ
か
る
事
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
子
供
達
の
将
来
の
為
に
愛
情
を
持
っ

て
接
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
校
に
限
ら
ず
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は

縦
の
繋
が
り
で
は
な
く
、
横
の
繋
が
り
が
大

事
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
年
の
枠
を
超
え
た
活
動
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
、
そ
れ
を
学
校
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

事
に
よ
り
、結
果
的
に「
子
供
達
の
為
に
」「
学

校
の
為
に
」
成
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
忙
し
い
中
と
は
存
じ
ま
す
が
短
時
間

で
も
時
間
を
割
い
て
頂
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
皆
様

の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、「
子
供
達
の
為

に
」
を
第
一
に
考
え
、
一
年
と
い
う
限
ら
れ

た
時
間
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
与
え
ら
れ
た

大
役
を
全
う
出
来
る
様
、努
め
て
参
り
ま
す
。

至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

校௕
川上　圭一

PTA会௕
及川　公博

「
ご
あ
い
さ
つ
」

会
長
挨
拶

担
任

佐
々
木
進
一
郎

2
0
1
8
年
度
に
新
設
さ
れ
た
盛
岡
中
央
高
等
学
校

附
属
中
学
校
は
、
今
春
つ
い
に
1
期
生
が
高
校
卒
業
を

迎
え
ま
し
た
。
内
進
生
の
東
大
医
進
V
コ
ー
ス
は
東
京

大
学
や
医
学
部
を
は
じ
め
志
高
い
進
路
目
標
を
掲
げ
、

大
学
受
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
大
山
晃
誠
く
ん
は
東
京

大
学
理
科
一
類
の
主
席
合
格
を
目
指
し
て
学
習
に
励

み
、
見
事
合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
人
は
主
席
じ
ゃ

な
か
っ
た
こ
と
を
悔
し
が
っ
て
い
ま
し
た
が
。
彼
は
中

学
の
頃
か
ら
何
に
で
も
興
味
を
持
っ
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
課
題
に
対
し
て
も
真
摯
に
取
り
組

み
、
基
礎
基
本
を
大
切
に
し
、
積
み
重
ね
の
努
力
が
彼

を
合
格
に
導
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
立
大
学
医
学
部
入
試
に
つ
い
て
は
、
附
属
中

学
校
入
学
当
初
か
ら
医
学
部
合
格
を
目
標
に
努
力
し
ま

し
た
。
志
田
旭
く
ん
が
第
一
志
望
の
東
北
大
学
医
学
部

に
狭
き
門
で
あ
る
特
別
入
試
（
地
域
枠
）
で
、
村
松
一

朗
く
ん
が
一
般
入
試
で
秋
田
大
学
医
学
部
に
見
事
合
格

し
ま
し
た
。
6
年
間
一
貫
教
育
の
利
点
を
最
大
限
活
用

し
た
先
取
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
は
じ
め
、
様
々
な
取
り

組
み
を
通
し
て
、
高
い
人
間
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
成
果
を
下
支
え
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
身
に
つ
け
た
高
い
学
力
を
も
と
に
そ
れ
を
ど
の
場

面
で
ど
の
よ
う
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
か
と
い
う
こ
と

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
大
学
で
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
研
究
を
含
め
、
社
会
で
は
答
え
の
な
い
問
い
に
対
し

て
思
考
・
探
求
し
自
分
な
り
の
答
え
を
出
す
力
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
V
コ
ー
ス
の
生
徒
は
そ
の
土
台
を
も

と
に
部
活
動
や
生
徒
会
活
動
な
ど
様
々
な
形
で
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
と
し
て
1
期
生
が
大
学
入
試
で
躍
動
し
て

く
れ
た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
、
ま
た
6
年
間
携
わ
っ

て
き
た
身
と
し
て
非
常
に
感
慨
深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
V
コ
ー
ス
の
生
徒
も
大
学
入
試
に
限
ら
ず
多
方

面
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

「
東
大
医
進
Ｖ
コ
ー
ス
１
期
生

卒
業
を
迎
え
て
」

東京大学・東北大医学部 合格
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渡米する前、私はアメリカが自由な国であるというイメージを持っ

ていました。実際に訪れてみると、これは概ね間違いではありません
が、その反面、責任や自分のアイデンティティを大切に持つことが、
日本にいるとき以上に必要であると感じました。街を少し歩けば、見
た目も、ファッションも、聞こえてくる言葉も、全く違います。自分
が何者であるかについて問うことが、アメリカでは日常的なことであ
り、良い意味でも、悪い意味でも、人間関係において重要な役割を
果たしていました。

私は渡米して、自分がアジア人であるということを初めて感じまし
た。日本にいれば自分がアジア人や日本人であるということさえも意
識しません。アジア人・日本人であるというアイデンティティは自分
が選んだものではありませんが、大切にすべきなのだと思いました。
ザ・モールは戦争に関して大変興味深く、胸が痛む場所でした。

戦争戦没者のメモリアルには、国のために命を落とした兵士の名前が
刻まれています。涙を流す家族、焼け野原になった街を想像すると言
葉が出ません。戦争は誰も幸せにならない、ということが胸に深く刻
まれました。

アメリカで初めて見た光景すべてに目を奪われました。私はその光
景ひとつひとつを忘れることはなく、日本人として、岩手県民として、
そして、私として、平和や差別について、これからずっと考えていき
たいと思います。

台湾交流

インピントン・ビレッジ・カレッジ来校

各
局
の
ニュ
ー
ス
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
県
の
海
外
学
習
旅
行
受
け

入
れ
の一環
と
し
て
訪
盛
し
た
、
台
湾
の
臺
中
市

立
東
山
高
級
中
学
校
生
徒
と
の
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

本
校
の
三
学
年
が
参
加
し
て
剣
道
場
で
歓
迎

式
を
行
い
、
そ
の
後
は
授
業
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
訪
問
が
あ
っ
た
4
月
中
旬
は
ち
ょ
う
ど

桜
が
満
開
で
し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
会
生
徒
を

中
心
に
盛
岡
城
跡
公
園
で
桜
を
眺
め
な
が
ら
お

弁
当
を
食
べ
た
り
周
囲
を
散
策
し
な
が
ら
交
流

し
ま
し
た
。

半
日
ほ
ど
の
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

お
互
い
に
積
極
的
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
お
り
、
充
実
し
た
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

（
国
際
課
長

石
川
圭
一
郎
）

本
校
姉
妹
校
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ピ
ン
ト
ン・ビ
レ
ッ
ジ・

カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
た
ち
が
、
日
本
研
修
の一環
と
し
て
訪
盛
し

ま
し
た
。
2
泊
3
日
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
先
ん
じ
て
本
格
的
な
国
際
交

流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
国
際
R
コ
ー
ス
の
生
徒
た
ち
が
イ
ン
ピ
ン
ト
ン
の
生

徒
と一緒
に
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
２
日
目
は
イ
ン
ピ

ン
ト
ン
の
ニ
ー
ル
先
生
に
よ
る
ド
ラ
マ
の
レ
ッ
ス
ン
が
行
わ
れ
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
の
原
稿
を
読
み
、
情
景
を
理
解
し
た

上
で
、
実
際
に
イ
ン
ピ
ン
ト
ン
の
生
徒
と一緒
に
演
じ
る
と
い

う
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
海
外
留
学
の
際
に
選
択
す
る
生
徒
が
多
い

ド
ラ
マ
の
授
業
で
す
が
、
Ｒ
コ
ー
ス
生
徒
と
イ
ン
ピ
ン
ト
ン
の

生
徒
が
真
剣
な
様
子
で
あ
り
な
が
ら
非
常
に
打
ち
解
け
た
雰

囲
気
で
あ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
浴
衣
・
茶
道

体
験
や
和
食
づ
く
り
体
験
な
ど
の
日
本
文
化
体
験
も
楽
し
ん

で
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。
年
度
が
明
け
て
す
ぐ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
保

護
者
・
生
徒
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
後
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
フェス
テ
ィ
バ
ル
、
シ
ー
フ
ォ
ー
ド
高
校

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
の
際
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
そ
の
際
も
ぜ
ひ
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
国
際
課
長

石
川
圭
一
郎
）

グローバルリーダー育成研修（アメリカ） 日程／ 3月16日～ 26日
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私はニュージーランドに1年間留学をしました。Rコースとしてはコロナ禍以降３年
ぶりとなるニュージーランド留学でした。留学に携わってくださった先生方や両親、
そして受け入れてくださったホストファミリーには感謝してもしきれないほどです。

ニュージーランドの生活の中で特に感じたことは３つです。「コミュニケーション」
「文化の違い」「母国への思い」です。現地についてすぐは自分の考えを伝えるこ
とや英語をスムーズに理解することが難しくホストファミリーや友達との会話が乏し
かったです。その中でジェスチャーや自分の知っている単語を組み合わせるなど工
夫を凝らし英語を流暢に話すということよりも伝えるということがとても大事だと
いうことを最初の数か月の経験から学ぶことができました。次に文化の違いです。
今回の留学では各チームで人数は異なりますが計５人のルームメイトとの生活を経
験することができました。そのため１つの屋根の下に少なくとも３か国の文化が共
存するということです。特に大変だったことは、朝の身支度や部屋の掃除など文
化の違いなのかその人自身の習慣なのかを見極めるということです。１人目のルー
ムメイトとは生活リズムや文化の違いが大きくとても大変な日々でしたが２人目以
降はそれらの経験から見極めることができたので心地よく生活を送ることができま
した。そして最後は母国へ対する思いです。留学をする前まで母国についてあま
り考えたことがありませんでした。しかしニュージーランドでは国鳥や国花のイラ
スト、スーパーマーケットやホームセンターではいたるところで国旗を目にすること
がありました。それほど現地の人々は母国への思いや自然・動物へのリスペクトを
持っているというように感じました。１年間の留学を通してニュージーランドの自然

や環境、食べ物など沢山の魅力を発見
することができました。それと同時に盛
岡や岩手にもたくさんの自然や観光地、
郷土料理など誇れるものがあるというこ
とを再認識することができました。

今回の留学を通して英語力の向上だ
けに留まることなく異文化に触れ現地
のことについて学び私たちの母国につ
いてさらに考えを深めることができまし

た。これらの経験
を活かし国際教育
フォーラムや姉妹
校交流など様々な
活動でリーダーシッ
プを発揮し国際交
流豊富で活気のあ
る中央高校創りに
貢献していきたい
です。

Bコース：2月2日～ 2月8日
修学旅行先のカナダでは、2泊3日のホー
ムステイをし、ホストファミリーとビクト
リアの街を観光し多くの建物の形に圧倒
され驚きました。初めてのホームステイ
で日本と海外の生活習慣の大きな違い
が沢山あり、戸惑うこともありました。
海外の人と英語で会話を通してカナダと
日本の文化の違いに触れて生活すること
ができたことも修学旅行で成長できた点
だと思います。� ҆อ�૗ඒʢ�#�ʣ

Aコース：1月26日～ 2月1日
令和6年1月26日〜 2月1日にかけて
2年生Aコースは修学旅行として、5
年ぶりにカナダへ行きました。初めて
の海外に行く生徒も非常に多く、当初
は非常に緊張していましたが、ホスト
ファミリーとの生活や、日本と所縁の
ある場所を訪れることでカナダと日本
の歴史を学ぶことができ、大変充実し
た6日間となりました。

ʢ�"�୲೚ɹத৿ɹ३ʣ

修学旅行（カナダ）

Rコース1年留学（ニュージーランド）

ΦースτラϦΞͰͷݧܦ �ඒӋʢ�4;�ʣڮߴ

私は、このオーストラリア研修でたくさんのことを学びました。オーストラリ
アに行く前は初めての海外で楽しみな気持ちと不安な気持ちでいっぱいでした
が、行ってみるとたくさんの貴重な経験が出来てとても楽しかったです。
この研修には２つの目標を掲げて臨みました。１つは、オーストラリアの生物

や気候を現地で感じて日本との違いを学ぶことです。日本との違いで感じたこ
とは湿気がないことです。そして、私が行った期間は気温もそんなに高くなく、
天気にも恵まれたためとても過ごしやすい気候でした。また生物は、カンガ
ルー、コアラ、エミューなど日本ではなかなか見ない生物が生息しており、こ
れらの動物と触れあえることにとても驚きました。このようなことが日本との違
いであると学びました。
もう１つのメインの目標は自分から積極的に話しかけて１つでも多くの英語を

吸収することです。英語も積極的に話しかけることも苦手だったため少しでも
克服して多くのことを学べればと思いこの目標をメインに設定しました。現地
に着いてから最初のほうは緊張や不安で上手に話せなかったり、英語を聞き取
れなかったりしたけど、日にちを重ねるにつれて緊張が解け、ホストファミリー
やバディと楽しく会話できるようになりました。しかし、話した内容を聞き返さ
れることが多々あり、聞き取れないこともありました。今回の伝わらなかった
悔しさをバネにし、勉強に励んでいきたいです。そしてこれらの目標を設定し
たことで、英語をたくさん吸収でき、英語に興味を持つきっかけにもなりました。

ホームステイや学校で過ごした時間は、学びもあり、楽しく充実した時間で
貴重な経験になりました。ホストファミリーは私にやさしく、たくさん気にかけ
てくれたおかげでリラックスした時間を過ごすことが出来ました。学校ではバ
ディが英語を教えてくれたり、フェアウェルパーティーではさんさ踊りを教えた
りなど文化の交流が出来ました。これらの時間は私にとって、とても有意義な
時間になりました。

今回の研修旅行ではオーストラリアと日本の違いやオーストラリアの良さ、離
れて知った日本の良さなど多くのことを感じることが出来ました。楽しかった出
来事、大変だった出来事、学んだことすべてを今後の生活や勉強に生かしてい
きたいです。そして、自分自身をもっと成長させて、ほかの海外の文化の違い
などを現地に行って感じたいです。

ಛਐ;ίースɹੜెײ૝ϐοΫΞοϓ
今回の研修で海外へのイメージが大きく変わり、価値観を見直す良い機会に

なった。この経験は、きっとこれからの自分にとって大切なものになると思うの
で、心にしっかり留めて生活していきたいと思う。

ʪΞυϨーυɹؘ֯ΈΏ ʢ͏�;�ʣʫ

外国で日本とは違った文化に触れ、多くの人と関わることで自分の価値観が
変わり、視野を広げたことは本当にすごいことだと思った。たくさんの思い出
と成長が詰まった最高の研修になった。� ʪγーフォーυɹ౻ᖒ೫ʑՖʢ�;�ʣʫ

今回のオーストラリアへの研
修で見たこと、体感したことは
ごく一部ではあったが、日本と
異なる文化や考え方が見つか
り、とても楽しく、自分の価値
観の変化につながるものにする
ことができたと思う。
ʪνϟールζΩϟϯϕルɹ஑্Ꮺ༎ʢ�;�ʣʫ

約1週間という短い期間では
あったが、初めての海外で沢
山の刺激を受け、自分から話
す力と英語で話しかけられた時
にビビらないというところが成
長したと思う。会話が上手くで
きないということでとても悔し
い思いをしたので、これから英
語を真面目に頑張りたい。
ʪバϯΫγΞύーΫɹ҆έฏ࡙ ʢྑ�;�ʣʫ

グローバルリーダー育成研修（オーストラリア）
日程／ SZコース：3月16日～ 22日

日程／ Zコース：3月9日～ 15日
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【
サ
ッ
カ
ー
部
】

2
回
戦

盛
岡
中
央
10
―
0
宮
古
商
工

3
回
戦

盛
岡
中
央
12
―
0
盛
岡
第
一

準
々
決
勝

盛
岡
中
央
1
―
2
盛
岡
誠
桜

ベ
ス
ト
8

【
男
子
柔
道
部
】

〈
団
体
戦
〉準
優
勝

鴫
原
翼（
3
A
2
）、
成
田
謙
伸

（
3
A
1
）、勝
田
莉
央（
2
A
1
）、

鳥
内
璃
比
都（
2
B
1
）、
折
笠

琉（
2
B
1
）、
佐
藤
劉
ノ
心

（
2
A
1
）、
觸
澤
蒼（
2
A
2
R
）

一
回
戦

盛
岡
中
央
5
―
0
宮
古
水
産

二
回
戦

盛
岡
中
央
3
―
0
久
慈
高

準
決
勝

盛
岡
中
央
5
―
0
花
巻
東

決
勝
戦

盛
岡
中
央
1
―
4
盛
岡
大
附

〈
個
人
戦
〉

60
㎏
級

3
位

觸
澤

蒼（
2
A
2
R
）

66
㎏
級

2
位

成
田

謙
伸（
3
A
1
）

66
㎏
級

3
位

佐
藤

劉
ノ
心（
2
A
1
）

100
㎏
超
級

優
勝

鴫
原

翼（
3
A
2
）

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）

【
女
子
柔
道
部
】

〈
団
体
戦
〉第
3
位

市
村
千
愛（
3
B
2
）、
吉
田
芙
珠

（
3
A
2
）、青
山
桃
花（
3
B
2
）、

小
松
秋
音（
2
A
1
）

2
回
戦

盛
岡
中
央
3
―
0
大
船
渡

準
々
決
勝

盛
岡
中
央
3
―
0
福
岡

準
決
勝

盛
岡
中
央
0
―
1
盛
岡
南
・
不
来
方

〈
個
人
戦
〉

48
㎏
級

根
子

美
優（
3
B
1
）

2
位（
東
北
大
会
出
場
）

52
㎏
級

青
山

桃
花（
3
B
2
）

1
位（
東
北
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）

52
㎏
級

小
松

秋
音（
2
A
1
）

2
位（
東
北
大
会
出
場
）

57
㎏
級

吉
田

芙
珠（
3
A
2
）

3
位

63
㎏
級

阿
部

柚
月（
3
B
1
）

2
位（
東
北
大
会
出
場
）

78
㎏
級

阿
部
凜
々
花（
2
A
1
）

3
位

78
㎏
超
級

市
村

千
愛（
3
B
2
）

2
位（
東
北
大
会
出
場
）

【
陸
上
競
技
部
】

男
子
4
0
0
m

5
位

及
川
雄
貴（
2
A
1
）

男
子
走
高
飛

6
位

小
野
真
悟（
2
Z
1
）

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

2
回
戦

盛
岡
中
央
71
―
40
葛
巻

3
回
戦

盛
岡
中
央
58
―
100
盛
岡
第
一

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

2
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
2
花
北
青
雲

【
テ
ニ
ス
部
】

〈
男
子
団
体
〉

1
回
戦

盛
岡
中
央
1
―
3
不
来
方

〈
女
子
団
体
〉

1
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
3
水
沢
第
一

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

〈
男
子
学
校
対
抗
〉

1
回
戦

盛
岡
中
央
3
―
2
岩
谷
堂

2
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
3
専
大
北
上

〈
女
子
学
校
対
抗
〉

1
回
戦

盛
岡
中
央
3
―
0
宮
古
水
産

2
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
3
一
関
修
紅

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

中
田
仁
汰（
3
S
Z
2
）
出
場

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

中
田（
3
S
Z
2
）・
川
村（
3
A
1
）

2
回
戦
進
出

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】
第
3
位

2
回
戦

盛
岡
中
央
36
―
12
水
沢

3
回
戦

盛
岡
中
央
23
―
20
盛
岡
誠
桜

準
決
勝

花
巻
北
35
―
26
盛
岡
中
央

優
秀
選
手

上
平
悠
真（
3
B
2
）

【
な
ぎ
な
た
】

演
技
競
技

2
位

石
橋
栄
乃（
3
S
Z
2
）

　
　
　
　

齊
藤
夏
未（
2
Z
1
）

個
人
試
合

予
選
リ
ー
グ
敗
退

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

〈
個
人
戦
〉男
子

田
中
舘（
3
B
1
）・
藤
澤（
3
Z
1
）ペ
ア

1
回
戦

4
―
0
久
慈
高

2
回
戦

0
―
4
一
関
学
院

〈
個
人
戦
〉女
子

吉
田（
3
Z
2
）・
山
本（
3
Z
2
）ペ
ア

1
回
戦

1
―
4
葛
巻
高

〈
団
体
戦
〉男
子

1
回
戦

3
―
0
花
巻
北

2
回
戦

0
―
3
水
沢
高

〈
団
体
戦
〉女
子

1
回
戦

1
―
2
岩
谷
堂

【
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

盛
岡
中
央
・
盛
岡
北
・
紫
波
総
合
・

宮
古
・
宮
古
商
工
の
連
合
チ
ー
ム

で
出
場

1
回
戦

連
合
12
―
5
遠
野

2
回
戦

連
合
3
―
12
花
北
青
雲

ベ
ス
ト
8

【
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

優
勝（
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）

【
卓
球
部
】

〈
男
子
学
校
対
抗
〉

1
回
戦

盛
岡
中
央
3
―
1
北
桜

2
回
戦

盛
岡
中
央
1
―
3
大
船
渡

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

齋
藤
空
河（
3
A
1
）・
下
斗
米
佑

哉（
3
A
2
）

1
回
戦

0
―
3
一
関
第
二

〈
女
子
学
校
対
抗
〉ベ
ス
ト
16

2
回
戦

盛
岡
中
央
3
―
1
千
厩

3
回
戦

盛
岡
中
央
1
―
3
盛
岡
第
三

〈
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

大
崎
利
心（
3
A
1
）・
村
井
瑞
歩

（
2
A
2
R
）

1
回
戦

3
―
2
花
巻
北

2
回
戦

0
―
3
一
関
第
二

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

大
崎
利
心（
3
A
1
）

1
回
戦

3
―
0
軽
米

2
回
戦

0
―
3
盛
岡
第
三

村
井
瑞
歩（
2
A
2
R
）

1
回
戦

3
―
1
一
戸

2
回
戦

0
―
3
一
関
第
一

【
水
泳
】

女
子
50
ｍ
自
由
形

決
勝
5
位

女
子
100
ｍ
自
由
形

決
勝
4
位

小
山
琴
弓（
3
Z
3
）

男
子
200
ｍ
平
泳
ぎ

決
勝
5
位

男
子
100
ｍ
平
泳
ぎ

決
勝
3
位

千
葉
惺
希（
1
S
Z
2
）

各
種
大
会

【
硬
式
野
球
部
】

●
第
71
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校

野
球
岩
手
県
大
会
盛
岡
地
区
予
選

1
回
戦

盛
岡
中
央
8
―
1
盛
岡
北
高

（
8
C
）

代
表
決
定
戦

盛
岡
中
央
1
―
2×
盛
岡
誠
桜

（
E
10
T
B
）

代
表
決
定
戦

盛
岡
中
央
24
―
1
盛
岡
工
業

（
7
C
）

●
第
71
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学

校
野
球
岩
手
県
大
会

1
回
戦

盛
岡
中
央
3
―
6
盛
岡
商
業

（
E
10
T
B
）

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

●
J
F
A
第
11
回
全
日
本
U
―
18

フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会
岩
手
県
大
会

（
予
選
リ
ー
グ
）

盛
岡
中
央
ボ
カ

5
―
1  

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
レ
一
関
ユ
ー
ス

盛
岡
中
央
ボ
カ

8
―
0
盛
岡
南
高
校

盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス

3
―
3  

盛
岡
中
央
リ
ー
ベ
ル

（
警
告
の
差
で
ラ
ヌ
ー
ス
勝
利
）

（
決
勝
）

盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス

9
―
8
盛
岡
中
央
ボ
カ

※
盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス
と
盛
岡
中

央
ボ
カ
は
東
北
大
会
出
場

【
陸
上
競
技
部
】

●
2
0
2
4
岩
手
県
春
季
陸
上
競

技
大
会

男
子
8
0
0
m

6
位

及
川
雄
貴（
2
A
1
）

男
子
走
高
飛

8
位

小
野
真
悟（
2
Z
1
）

【
ス
キ
ー
部
】

●
第
73
回
全
国
高
等
学
ス
キ
ー
大
会

男
子
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
バ
イ
ン
ド

10
位

山
本
宇
宙（
3
B
1
）

●
第
73
回
全
国
高
等
学
ス
キ
ー
大
会

男
子
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

12
位

伊
藤
煌
牙（
卒
業
生
）

●
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
ス
キ
ー

大
会

男
子
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

優
勝

山
本
宇
宙（
3
B
1
）

男
子
大
回
転

3
位

堀
合
健
斗（
2
A
1
）

男
子
回
転

2
位

伊
藤
和
飛（
2
A
1
）

女
子
大
回
転

優
勝

阿
部
美
莉
亜（
3
A
1
）

女
子
回
転

優
勝

阿
部
美
莉
亜（
3
A
1
）

男
子
総
合
優
勝

【
ゴ
ル
フ
部
】

●
東
北
女
子
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ

選
手
権

9
位
タ
イ

中
野
舞
子（
3
Z
4
R
）

●
岩
手
県
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手

権
〈
男
子
の
部
〉

2
位

佐
々
木
琉
月（
2
B
2
）

3
位

藤
原
天
飛（
1
A
1
）

〈
女
子
の
部
〉

1
位

中
野
舞
子（
3
Z
4
R
）

2
位

佐
々
木
ひ
か
り（
2
B
2
）

4
位

新
田
智
央（
2
B
2
）

●
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権

東
北
大
会

10
位

中
野
舞
子（
3
Z
4
R
）

13
位

佐
々
木
ひ
か
り（
2
B
2
）

●
東
北
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
少

年
男
子
の
部

出
場

佐
々
木
琉
月（
2
B
2
）

藤
原
天
飛（
1
A
1
）

【
囲
碁
将
棋
部
】

【
囲
碁
】

●
第
48
回
文
部
科
学
大
臣
は
全
国
高

等
学
校
囲
碁
選
手
権
岩
手
県
大
会

個
人
戦

A
級

渡
邊
和
貴（
3
S
Z
2
）

3
勝
0
敗

A
級

個
人
戦
優
勝

C
Ⅰ
級

三
浦
歓
音（
3
S
Z
2
）

4
勝
0
敗

C
Ⅰ
級

個
人
戦
優
勝

●
第
48
回
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選

手
権
大
会（
東
京

日
本
棋
院
）

〈
個
人
戦
男
子
出
場
〉

渡
邊
和
貴
（
3
S
Z
2
）

●
第
48
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
囲
碁
部
門
（
岐
阜
県
高
山
市
）

〈
個
人
戦
男
子
出
場
〉

渡
邊
和
貴
（
3
S
Z
2
）

【
将
棋
】

●
第
46
回
岩
手
県
高
等
学
校
将
棋

大
会（
ベ
ス
ト
16
以
上
）
B
級

久
保
優
翔（
3
V
）

　
　

5
勝
0
敗

第
3
位

金
野
拓
斗（
3
V
）

　
　

4
勝
1
敗

第
6
位

中
村
洸
貴（
3
V
）

　
　

3
勝
2
敗

第
14
位

細
川
昂
徳（
2
S
Z
1
）

　
　

3
勝
2
敗

第
16
位

高
総
体
結
果

第76回

【各種目 1位】
◦バスケットボール男子

3Z2、3Z4R
（合同チーム）

◦バスケットボール女子	 3Z2
◦ドッジボール	 3B1
◦サッカー	 3Z1
◦卓球	 2SZ1
◦バドミントン男子	 3SZ2
◦バドミントン女子	 3Z2
◦バレーボール男子	 3A2
◦バレーボール女子	 2A2R
◦ソフトテニス	 1SZ1

総合優勝 3Z2
第２位	 3SZ2
第３位	 1SZ1

体育大会 結 果
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教
職
員
紹
介

１
年
生

３
年
生

２
年
生

管 理 職

川上   圭一 与座　宏章 阿部　良孝
஍ྺެຽ

副校長 中高教頭

熊倉　秀紀
ޠࠃ֎

教　頭

及川　満洋
อ݈ମҭ

教　頭

小原　祐一
อ݈ମҭ
αοΧʔ

副教頭

山賀　敏也
ޠࠃ

ιϑτϘʔϧ

副教頭

山賀　敏也
ޠࠃ

ιϑτϘʔϧ

１Z1副

吉田　幸彦
஍ྺެຽ
୎ٿ

副教頭校　長

糸井　眞一
ཧՊ

1SZ2副

஡ಓ

梅木　翔太
਺ֶ

ιϑτςχε

2SZ1正

樋口　正之
৘報
஡ಓ

2SZ1副

氷見　浩一
ޠࠃ

ιϑτςχε

2B2副

佐藤　律子
ޠࠃ
ܳज़

2Z1正

北川　貢
อ݈ମҭ
཮্ٕڝ

2A1副

佐々木 万実
อ݈ମҭ
ॊಓ

1B2正

長澤　英胤
ܳज़ɾอ݈ମҭ

3B1正

ॊಓ

齊藤　匡郎
ޠࠃ

ιϑτςχε

3B1副

米澤　守
஍ྺެຽ
ٿ໺ࣜߗ

3B2副

齊藤　成一
ཧՊ
Ոఉ

3V副・2V副 

田村　祐太
਺ֶ

όεέοτϘʔϧ

1V正

村田　伸也
ޠࠃ
จܳ

2V正

平井　哲也
਺ֶ

ғޟɾকع

1SZ2正

高橋　勝弘
ཧՊ

ғޟɾকع

2SZ2副

大平　達郎
਺ֶ
ਧ૗ָ

1SZ1正

工藤　洸
஍ྺެຽ
཮্ٕڝ

2SZ2正

藤原　陽子
ՈఉՊ
Ոఉ

1Z2副

柴田　大心
਺ֶ
ΰϧϑ

1Z1正

熊沢　直哉
อ݈ମҭ

εΩʔʢεέʔτʣ

1B2副

朝日田 光晴
ཧՊ

ιϑτςχε

3Z2副

中村　祐史
ཧՊ

গྛݓࣉ๏

2AR2正

◎

ファティマ･カーン
ޠࠃ֎
σΟϕʔτ

2A2R副

平山　敏
஍ྺެຽ
ιϑτϘʔϧ

2A2R副

門前　直樹
ޠࠃ֎

ϋϯυϘʔϧ

1Z2正

小原　祐一
อ݈ମҭ
αοΧʔ

2B1副

成田　明伸
ޠࠃ

όεέοτϘʔϧ

1A1正

松野　勝彦
৘報
ٿ໺ࣜߗ

1A1副

久保田　豪
อ݈ମҭ
ॊಓ

2B1正

中嶋　尚樹
ޠࠃ֎

όϨʔϘʔϧ

2A1正

小笠原 正浩
਺ֶ

όυϛϯτϯ

3V正

菊池　亨
஍ྺެຽ
ιϑτϘʔϧ

3V副・1V副

岩崎　聡史
਺ֶ

͞Μ͞ಉ޷会

3SZ2正

玉山　光典
ཧՊ
Պֶ

3SZ1副

佐々木　恵
ޠࠃ

͞Μ͞ಉ޷会

3SZ1正

晴山　幸弘
ޠࠃ֎
ܳज़

3SZ2副

杉田　陽子
อ݈ମҭ
ϋϯυϘʔϧ

3Z2正

佐々木 美咲
ޠࠃ֎
୎ٿ

3Z3正

山崎　元
஍ྺެຽ

ԠԉɾνΞμϯε

3Z3副

伊東　雄一
஍ྺެຽ
εΩʔ

3Z1正

田村　紘大
ޠࠃ֎
σΟϕʔτ

3Z4R正

山田　智
ཧՊ
Պֶ

1SZ1副

加藤　操
ཧՊ

όυϛϯτϯ

3B2正

中野　浩
৘報

όϨʔϘʔϧ

3A2副

川手　祐輔
஍ྺެຽ
ιϑτϘʔϧ

2Z1副・2Z2副

加藤 美津子
ޠࠃ
߹এ෦

2Z2正

高橋　亨
஍ྺެຽ
ΰϧϑ

1B1副

ॊಓ

中森　淳
਺ֶ
αοΧʔ

3A1正

ॊಓ

佐々木 敬之
஍ྺެຽ
ٿ໺ࣜߗ

3A1副

本間　崇朗
஍ྺެຽ
ٿ໺ࣜߗ

3Z1副

村田　大
อ݈ମҭ
αοΧʔ

1B1正

山田　宏幸
ޠࠃ

σΟϕʔτ

3A2正 氏　　名
୲౰ڭՊ
୲౰Ϋϥϒ

Ϋϥε

★は新任の先生
◎はコース長
■は学年長

事　務

伊藤　文彦 栃澤　朗子 宮井　寛齊藤 奈々紀

養護教諭

佐藤　樺衣

東医Vコース 特進選抜SＺコース 特進Zコース

国際Rコース 進学選抜Aコース 進学総合A・Bコース

吉田　幸彦 ブライアン･コルパ
஍ྺެຽ ޠࠃ֎
୎ٿ σΟϕʔτ

3Z4R副 3Z4R副

★

★

★ ★

石川 圭一郎 フォン･ジェイダ 澤田　怜利
஍ྺެຽ ޠࠃ֎ ޠࠃ֎
ςχε σΟϕʔτ ԠԉɾνΞμϯε

1A2R正 1A2R副 1A2R副

★

★ ★

佐藤　祐那
৘報ɾอ݈ମҭ
αοΧʔ

2B2正

★★

★

■

■

■

◎

◎

◎◎
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　今回は、国際交流・新任の先生方などを多く記事にしてみました。
　現在、校舎外壁の工事をしており、夏季休業中には1号館の教室もホワイトボードに変わります。剣道場にもエアコンが設置され、新
しくできた2号館別館が授業等で活用されています。2学期以降もどんどんいい方向に変わっていけたらと思いますので、ご協力よろし
くお願いいたします。

編
後
集
記

川
上

圭
一
校
長

①
岩
手
県
二
戸
市

②
岩
手
県
立
盛

岡
第
一
高
等
学
校

③
ス
ポ
ー
ツ
観

戦

④
古
都
「
京
都
」
の
奥
深
さ
に

は
ま
っ
て
い
ま
す
。
⑤
「
汽
車
の
窓

は
る
か
に
北
に
ふ
る
さ
と
の
山
見
え
く
れ
ば
襟
を
正
す

も
」（
啄
木
）

加
藤

美
津
子
先
生

①
岩
手
県
盛
岡
市
（
旧
玉
山
村
）

②
岩
手
県
立
盛
岡
第
三
高
等
学
校

③
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
探
す
こ
と
。
④
Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｓ

Ｏ
Ｂ
Ｉ
あ
い
み
ょ
ん

⑤
自
然
体
を
目
指
す
！！

樋
口

正
之
先
生

①
岩
手
県
二
戸
市

②
岩
手
県
立
福

岡
高
等
学
校

③
資
格
の
勉
強
。
こ

れ
ま
で
に
、
国
家
資
格
と
し
て
「
情

報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
」と「
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
を
生
か
し
て
毎
朝
5
時
に
起
き
て
家
族
の
朝
ご
は

ん
を
作
っ
て
い
ま
す
。

④
娘
と
息
子
で
す
。
⑤
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
彼
ら
が
自
分
自

身
の
将
来
に
向
け
て
自
信
を
も
っ
て
進
ん
で
い
け
る
よ

う
、
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
山

敏
先
生

①
岩
手
県
盛
岡
市

②
岩
手
県
立
不

来
方
高
等
学
校

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

ゲ
ー
ム

④
お
茶
は
生
茶
推
し
で

す
。
⑤
教
員
生
活
1
年
目
。
少
し
で

も
学
生
に
教
え
て
い
る
教
科
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

佐
々
木

敬
之
先
生

①
岩
手
県
花
巻
市

②
仙
台
育
英
学

園
高
等
学
校

③
サ
ウ
ナ

映
画
鑑

賞

④
こ
れ
か
ら
探
し
ま
す
！

⑤

生
徒
達
と
共
に
、
活
気
あ
る
日
々
を

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
井

哲
也
先
生

①
岩
手
県
盛
岡
市

②
岩
手
県
立
盛

岡
第
一
高
等
学
校

③
D
・
I
・

Y

④
囲
碁
部
（
顧
問
な
の
で
）

⑤
文
武
両
道
の
盛
岡
中
央
高
校
を
さ

ら
に
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
平

達
郎
先
生

①
岩
手
県
奥
州
市

②
岩
手
県
立
黒

沢
尻
高
等
学
校

③
模
様
替
え

④

ト
マ
ト
の
味
噌
汁

⑤
教
員
1
年
目

で
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

佐
藤

祐
那
先
生

①
岩
手
県
滝
沢
市

②
盛
岡
中
央
高

等
学
校

③
釣
り

④
娘
2
人
（
0

歳
と
2
歳
）
⑤
母
校
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
す
！！

⑥
当
時
の
第
３
職
員
室
が
恐
怖
で
立
ち
入
り
た
く
な

か
っ
た（
強
烈
な
先
生
し
か
い
な
か
っ
た
）。
サ
ッ
カ
ー

部
の
練
習
で
小
岩
井
農
場
ま
で
走
ら
さ
れ
た
（
約
30

㎞
）。
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
共
に
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
に
出
場
で
き
た
。

澤
田

怜
利
先
生

①
青
森
県
む
つ
市

②
青
森
県
立
田

名
部
高
等
学
校
英
語
科

③
ダ
ン
ス

④
藤
田
ニ
コ
ル

⑤
授
業
は
明
る
く

楽
し
く
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
パ
ワ
ー

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

事
務
員

宮
井

寛
さ
ん

①
岩
手
県
盛
岡
市

②
龍
澤
高
等
学

校
（
現
盛
岡
中
央
高
等
学
校
）
③

食
べ
る
こ
と

飲
む
こ
と

④
特
に

な
し

⑤
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
。⑥
遠
い
昔
の
事
で
忘
れ
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

内
田

里
美
さ
ん

①
岩
手
県
盛
岡
市

②
盛
岡
中
央
高

等
学
校

③
ヨ
ガ
、
読
書

④
焼
き

鳥「
と
り
」
⑤
中
央
高
校
の
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
生
徒
・
先
生
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
私
の
役
割
で
す
。
た
く
さ
ん

の
生
徒
と
関
わ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

⑥
進
学
・
留
学
コ
ー
ス
（
現
Ｒ
コ
ー
ス
）
4
期
生
と
し

て
、
1
年
間
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
姉
妹
校
に
留
学
し

ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
大
学
へ
進
学
し
、
卒
業
後

か
ら
教
育
業
界
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

3
年
生
の
時
に
は
、
さ
ん
さ
同
好
会
の
立
ち
上
げ
メ
ン

バ
ー
の
一
員
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
現
在

も
外
部
団
体
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
出
身
地

②
出
身
高
校

③
趣
味

④
今
の

「
推
し
」
は
？

⑤
一
言

⑥
本
校
に
在
籍
し

て
い
た
時
の
思
い
出
。（
本
校
卒
業
生
の
み
）

新
任
の
先
生
の

自
己
紹
介

北日本銀行ニュービジネスコンテスト 最優秀賞 岩手県知事賞受賞

フォーラム＆フェスティバル予告
今年は25回目の節目ということで、学際的な「フォーラム」と文化交流を主とした

「フェスティバル」という2本立てで開催いたします。期間の序盤に各校の探究成果
発表を行い、その後は実行委員生徒をはじめとして姉妹校生徒と本校生徒との交流
を行っていきます。最終日は盛岡市民文化ホールマリオスにおいて各国のパフォーマ
ンスやフォーラム＆フェスティバルの間に感じたことなどを発表するシンポジウムを実
施する予定です。さらに探究発表後、相互に意見を出し合いながら、「高校生が世
界の諸問題にどのように関わっていくか」ということについてアクションプランの提
言を高校生の目線で発表したいと考えております。

25回という節目の年の新たな「第25回 ＣＨＵＯ国際教育フォーラム＆フェスティバ
ル」にご期待ください。

　岩手県が主催した高校生及び高専生対象の「令和5年
度 いわての高校生サイエンス＆エンジニアリング・チャレンジ
コンテスト」に応募し、予選を通過した10チームが一堂に会
し研究成果のプレゼンテーションが行われました。その結果、
本校科学部のハスクレイ班の３名が第 1 位（岩手県知事賞）
のチーム表彰を受け、後日達増知事から賞状と副賞を戴き
ました。新規素材ハスクレイに着眼した点や情報収集に動い
た行動力を高く評価しますと知事からお褒めの言葉がありまし
た。また、研究目的をエコに絞った岩手県ILC推進局主催
の別のコンテスト「令和五年度探究成果オンライン発表会」

においても第 1 位を受賞し、それ
ぞれの副賞として県外県内の先
進施設を見学する機会を与えら
れ、生徒たちはより一層の理解と
関心を深めることができました。

ʢՊֶ෦ސ໰ɹޫࢁۄయʣ

（3SZ1）
石川紘雅・橋本凌大
吉田晄大・伊藤恒貴

　企業や事態転換を応援するニュービジネスコンテスト学生部門で、本校
のチーム「歯磨き」が最優秀賞を受賞しました。4人は総合的な探求の時
間で1年間取り組んできた、地域の子どもが高齢者宅で手伝いをする仕組
みと両者をつなぐアプリを関発するというビジネス企画で高い評価をいただ
き、賞金10万円が寄贈されました。




